
情報提供資料J-REIT市場の展望
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足元のJ-REIT市場動向と今後の見通しについて
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足元のJ-REIT市場の下落について
世界的に低金利環境が続くなか、J-REIT市場は堅調に
推移し、10月に入ると東証REIT指数は２,200を上回
る水準まで上昇しました。しかし、世界的な長期金利の上
昇を嫌気し、利益確定売りの圧力などが強まり、東証
REIT指数は11月5日の高値2,257.08から-5.8％下
落する展開となりました（11月12日現在）。

＜長期金利が上昇した理由＞
主に以下の2点が要因と考えます。
① FOMC（米連邦公開市場委員会）において予防

的な利下げは10月の利下げで一旦十分との認識が
広まったこと

② 年末に向けて米中貿易協議が進展するとの期待から
景気先行き懸念が後退したこと

今後のJ-REIT市場の見通し
金利上昇により、調整局面となったJ-REIT市場ですが、
賃料は上昇傾向にあり、稼働率も良好なことを勘案する
と、J-REITのファンダメンタルズは、引き続き良好です。ま
た、米国の金融政策は、引き締めに転じているわけではな
く、日米の長期金利の上昇余地は限定的で、相対的に
利回りが高いJ-REITの投資魅力に変化はないと判断し
ています。

景気先行きに対する期待が拡がり、一時的に株式などの
相対的によりリスクが高い資産が選好され、J-REIT市場
からある程度の資金が流出する可能性はあります。しかし、
景気が改善することは中長期的にみるとREITにとってもプ
ラス材料であり、市場が落ち着きを取り戻すとともに、再び
J-REIT市場へ資金は流入すると考えています。

平素は、明治安田アセットマネジメントをご愛顧いただき、ありがとうございます。
当レポートでは、足元のJ-REIT市場の動向と今後の見通しについてご説明させていただきます。
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